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匪
NINETEENTH CENTURY 

ORNAMENTED TYPEFACES 

              BY NICOLETE GRAY 

              FABER AND FABER LIMITED 

                            LONDON 1976

本 書 は1938年 《XIXthCenturyOrnamentedtypes&titlepages'〉 の 改訂 版 で,

初 版 にっfい て1951年 再 版 さ れ,改 訂版 で は タ イ トル も少 し変 えて 出 版 され た。19世 紀 の

タ イプ フ ェイ ス の 中で も特 に 装飾 活 字 書体 にっ いて 記 さ れて い て,大 変 興昧 深 い もので あ

る。

19世 紀 は幾 多の活 字 が開 発 されて い るが,装 飾 活 字 の氾 濫 と まで い われ た時 代 で,そ の

数 も あま りに 多 く私 た ち が それ を見 る といっ の時 代 の もの か,ど この 国で 主 に使 用 されて

い たの か 判別 に困 る こ と が 多い 。

この ニ コ レ ッ ト・グ レイの 本 は その よ うな疑 問 に答 えて くれ る だ けで な く,日 常 あ ま り見

か け ない 活字 も資 料 と して与 えて くれた 。

1800年 ～1900年 ま で の100年 間を8章 に分 けて 書 いて い る 。9章 には別 に 「ア メ リカの

装 飾活 字 書体 」 につ い て レイ ・ナ ッシ ュの 論文 を10章 には レイ ア ウ トにっ いて 記 して い る。

第1章1800年 ～1815年

18世 紀 の 中頃 まで は オー ル ド ・フ ェイ スの 時代 で バ ス カー ビル や ジ ョン ・ベ ル(1788～18

00)の 書体 が 優 勢で あ った が,18世 紀 の末 にな り フ ラ ンスや イ タ リア のモ ダ ン ・フェ イ ス

の出 現 に よ って 急 に い ろい ろの 書体 が 生 れ る こと に なる。

その きっ か けは特 に ボ ドニ ー とデ ィ ドー に よる と ころ が大 き く,そ のモ ダ ン ・フ ェイ ス

か ら,さ らに太 い細 い の コ ン トラス トを強 くしたの が フ ァ ッ ト ・フ ェイ スで,19世 紀 の初

め イ ギ リス を 中心 に 多 く用 い られ るよ うに な った。

フ ァ ッ ト ・フ ェ イス を特 に デザ イ ンした 人 とい うの は見 あ た らな い。

本 書で は初 期 の もの と して フ ライ のTwelveLinesPica1788を 取 り上 げて い る。

(フ ァ ッ ト ・フ ェ イ ス とい うの は書 体 の高 さの%ぐ らいの ス テ ム の 巾が%～%に な った も

一135一



のfat・face(1:3+)or(1:2%canon)太 い細 い の コ ン トラス トの 強 い 書体 をい う。

その 他 ブ ラ ック体 にお いて も コ ン トラス トの 強 い 書体 とな る。

例Figgins1815/17GermanText

Caslon1821BlackNO.1etc

第2章1815年 ～1832年

この期 は エ ジ プ シ ャ ン体 の発 明の 時代 と され1815年 以前 か ら今 日で い うエ ジ プ シ ャ ン体 が

使 用 され て は い た が,活 字 と して は ア ンテ ィ ックの 名称 で フ ィギ ンス の もの が一番 早 い,'

しか しエ ジプ シ ャン とい う名称 はロ バ ー ト ・ソ ー ン とい うこ とに な って い る。(ス クェ ア

・セ リフで 重 々 しい感 じがす る)

エ ジ プ シャ ン体 に もい ろい ろ あ るが,ソ ロ ー グ ッ ドの1821年 の書 体,カ ス ロ ン1825年 の

書 体 な どが 紹介 されて い る。

同 じ時 期 の も う一 っ の 書体 は シ ャ ドウ体 で 最初 の もの はや は りフ ィギ ンス(1815)の も

の で ソ ロー グ ッ ド(1921)ブ ラ ック ・ガ ーネ ッ ト(1919)等 が ある。 その他 装 飾 をス テ ム

の 中 に八 れ 込 ん だ もの 黒 地 に 白 ヌキ の 文字 な どもて は や された よ うで あ る。

第3章1832年 ～1838年.

1830年 代 は タイ ポ グ ラ フ ィ史上 最 も20世 紀 に影響 す るサ ンセ リフ体 が出 現 す る。

1816年 す で に ウ イ リァ ム ・カ ス ロ ン宙 のサ ンセ リフ体(サ ンセ リフ と はい わず にエ ジ プ シ

ャ ン とい う名 称 で)が あ り,ブ ラッ ク ・ガ ー ネ ッ トの1819年 に もあ る が,.1830年 の フ ィギ

ンスの活 字 見 本 帖 にサ ンセ リフ とい う名称 で 現 わ れ た。 初 め は大 文 字 のみ で あ る。(ソ ロ

ー グ ッ ド1834 ,グ ロ テ ス ク も同 じ くサ ンセ リフ体)

サ ンセ リフ 体 とい うの は文 字 通 りセ リフ を取 った 書体 の 意で セ リフ の無 い 文 字 と い うこ

とだ が,装 飾 の 多い時 代 の 一 つ の変 り 目と い え る。 その サ ンセ リフ と並 ん で オー ナ メ ン ト

の 多い 書体 が この 時期 を うめ っ くす 。

第4章1838年 ～1848年

こ の時期 は初 期 ヴ ィ ク トリア時 代 と して 産業 の 発 達 に と も な う商業 活 動 が活 発 に な り,19

世紀 に入 って 開発 され た 書体 が なお新 奇 を 求 めて 装飾 が 多 くな る。

また一 方で,丸 ゴ シ ック体 や タス カ ン体,グ レ シ ャ ン体,パ ース ペ クテ ィ ヴな 書 体 が次

々 に出 現 す る。

第5章1848年 ～1865年

グ レイは1850年 前 後 を第2革 命 の時 期 とい うヴ ィ ク トリァ時 代 の最 盛 期 で1851年 の 万 国博

をは さん で活 気 に満 ちた 時代 で あ る。 その 時期 を反 映 して 、 前 期 か らの ゴシ ック ・リバ イ

バ ル がっ"き,も の す ごい まで の 装飾 過 多の 活字 書 体 が 開発 されて い る。
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〔ThebestVict°rianFaceOrnamented,Marr.Cと 、驫 上 げ ら れ て 。 。)

そ の 同時 期 に一 方 で は機 能 主義 が 問題 に され る　 面 も あ る。

'第6章1865年 ～1880年

開 発 活字 の 小 休止 の 時 代,そ れ まで に現 出 した ス タイ ル を洗 練 させ て い る時 代で 全 体 と し

て 細 身 に な り精 密 に なっ た 。

NewSemiOrnamentaltypes

(Latin-Runic.style-family)

第7章1880年 ～1892年

前 期 に比 べて 新 書体 が 多 く出 現 し活況 を呈す るが お もに ア メ リカで 開 発 され た 書体 で ある。

また 変 っ た と ころで は ジ ャポ ニ ズ ムの 書体 があ る こ とだ,1885年 のReedのJapanese,18

87年 のMiller&Richardの ミミカ ド≧や:tク サ イ≧ 等 日本,中 国,エ ジ プ トな どの 名

称 のっ い た 書体 が 多 く開発 さ れ る。 私 た ちか ら見 る と大 変変 な 書体 で ある。

第8章1892年 ・1/年

19世 紀 の タイ プ フ ェイ ス は 商業 的 な も のの 出版 に始 ま り しか も発達 した,そ の 書体 は 引 き

つ ・"き,ベ ー シ ックカ テ ゴ リーの もの,モ ダ ン ・フ ェ イス,オ ー ル ドス タイ ル,サ ンセ リ

フ とこ れ らの ミ ックス した も の と 多様 で はあ る が,こ の 時 期 にい た り商業 主 義以 外 の もの

特 に書籍 の た めの 書 体 とデ ザ イ ンが 栄 ん にな った 。 こ と に ウ ィ リア ム ・モ リスの ケ ル ム ス

コ ッ ト ・プ レス1891の こ とや い ろい ろ の プ ライベ ー ト ・プ レス の こ と に言 い お よん で い る。

第9章RayNashの レポ ー トで ア メ リカの装 飾 活字 書 体 を記 す。

第10章 タイ ポ グ ラフ ィ カル ・レ イア ウ トにつ い て。

その 他補 足 と して トス カ ン体 にっ いて 記 して い る し,ま た1800～1900年 の 装 飾 活字 書 体の

一 覧 表 な どっ い て いて 活 字 に興 味 あ る人 に はお も し ろい 本 に な って い る。

全体 を眺 め て ず いぶ ん19世 紀 の装 飾 活 字書 体 の 多い の に お ど ろ く と共 に イギ リス,フ ラ

ンス,イ タリ ア,ド イ ツ と少 しつつ 名称 の異 る もの 使 用 され る頻 度 の 違 い な どは あ る が,

や は り イギ リスの 資料 だ け あ って ア メ リカ を も含む 欧 文 書体 圏で の 書 体 を うま く分 類 して

あ る と思 った 。 た ・"し表題 の 通 り装飾 活 字 の分 野の み に限 られ てい るた め,私 た ちの 通 常

ふ れ る こ との 多 い,ボ デ ィ ・タ イプ に な るよ うな書体 は 集録 され て い ない。 それ らの 書体

も同時 に論 じ られて い る本 を参 考 にす る と私 た ちに は大 変 わ か りやす い。例 えば

ByFRANTISEKMUZIKAの ミDieSch6neSchrift;PRAGUEI,皿,1965な ど

この本 の 日本 で の紹 介 は 養グ ラフ ッ ク ・デザ イ ンぐ 誌 に田 中 正 明 氏 が 書 かれ てい る。

(1981.8.鈴 木佳 子)
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